
 新病院整備に向けての考え方
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３ 新病院のコンセプト

救急医療
再編後の救急医療体制を維持するた
め救急車搬送受入件数は5,000件/年
以上を想定します。

災害医療
災害拠点病院として、災害時の医療
需要に対応するために必要な構造・
設備を整備します。

へき地医療
へき地医療拠点病院として、市立豊
田中央病院等への医師派遣の支援を
継続し、地域医療を支えていきます。

周産期／
小児医療

中核機能を担う病院との連携によっ
て対応していきます。

感染症・新興
感染症医療

第二種感染症指定医療機関として必
要な病床を引き続き確保します。

１ 新病院の基本理念

 地域において持続可能な医療提供体制を確保し、市民が安心して利用できる病院

２ 医療提供機能の方針
 (1)病床数
 新病院の病床数と機能構成は、以下を想定します。

病床機能 下関市立市民病院 下関医療センター 新病院での病床数

HCU
急性期
地域包括ケア
緩和ケア
感染症
結核

10床
292床
54床
20床
6床
0床

4床
224床
47床
0床
0床
30床

12床
346床
0床
0床
6床
0床

計 382床 305床 364床

(1)患者に信頼され利便性が高い病院
・全室個室化が可能なレイアウトにより、患者プライ
バシーへ配慮し、良好な療養環境を整備することで患
者主体の医療を展開

(2)急性期医療を担う病院
・高度急性期・急性期医療を中心として、地域の医療
を堅持

(3)救急医療提供体制の強化
・高齢者の救急搬送の増加に対応できる病院

(4)災害、感染症医療への対応強化
・災害時においても医療が継続できる体制を確保する
とともに、感染症・新興感染症等の感染拡大時におい
ても通常の診療が継続できる安全・安心な施設を整備

 はじめに

がん 集学的治療の実施及び緩和ケア医療の
提供を継続します。

脳卒中 一次脳卒中センター機能を引き継ぎ、
必要な体制、設備を整備します。

心血管
疾患

緊急カテーテルや緊急手術等の救急体
制に対応できる体制、設備を整備しま
す。

糖尿病 外来診療、糖尿病教室の開催等に必要
な体制・施設を整備します。

精神疾患 近隣の医療機関との連携によって対応
していきます。

 (3)５疾病への対応方針  (4)６事業への対応方針

 (2)診療科
• ２病院の急性期機能を統合することを基本とし、小児科、産婦人科は設けない。
• 圏域で医療機能が充足している放射線治療科は設けない。

下関市立市民病院 下関医療センター 新病院

35科 26科 33科

• 下関医療圏地域医療構想調整会議「第２次中間報告」や「新下関市立病院に関する
基本構想」を踏まえ、建替え時期を迎える下関市立市民病院と下関医療センターを統
合した新病院の整備に向けた基本的な考え方をまとめた「新下関市立病院整備基本計
画」を策定しました。

• 新病院は、最新の医療機器や働きやすい職場環境を整備することで医療従事者に
とって魅力ある病院にするとともに、二次救急医療を担う病院として、特に高齢者救
急受入体制の充実・強化を図り、全室個室化が可能なレイアウトにより患者のニーズ
に応じた良好な療養環境の実現と感染症への対応を強化していきます。

(5)地域医療連携の強化
・下関医療圏での完結型医療の実現と機能分化に対応
するため、更なる病院の再編統合の取組みを、国・山
口県とともに推進

(6)働く魅力のある病院
・医療技術向上のため研修設備を整備することにより
研修教育機能の充実を図り、教育研修の場と機会を充
実させ、優秀な医療人が育つ環境を整備

(7)予防医療の充実
・病気の早期発見・治療により市民の健康増進を図る
ため、各種健診や人間ドック等の提供環境を充実

(8)健全な病院経営
・快適な勤務環境を整えることで医療従事者を確保す
るとともに、医療制度や医療技術の進展、医療需要の
変化など、将来の医療環境の変化に柔軟に対応
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２ 整備計画
 整備規模は、近年竣工した同規模病院の事例及び新病院で実施する医療機能を提供す
るために必要な面積を考慮したものです。

延べ床面積   約034,200㎡
１床あたり面積 約 000094㎡

断面イメージ
 基本計画段階での想定であり、
今後の基本設計等によって変更
する場合があります。

３ 敷地整備
 (1)敷地利用計画

新病院の整備は、できるだけＪＲ幡生駅に近づけた配置とします。また、将来の
医療需要の変化や再編・統合に対応できる配置とします。
ＪＲ幡生駅に繋がる新病院敷地内通路のバリアフリー化や雨に濡れず通行できる
通路を設置することにより、アクセス向上を図ります。

 (2)駐車場整備
来院者の安全性・利便性確保の観点から、できるだけ多くの駐車場を整備します。
正面玄関に近接してロータリー及び障害者等専用駐車場を整備するとともに、歩
行者の動線に配慮し、歩行者用通路を整備します。
ロータリーには、一般車、タクシー、バス乗降場のスペースを確保します。

病棟 病棟
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 部門別計画（抜粋）
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 施設整備計画

１ 建設地
 建設地は、再編・統合を行う２病院と距離的に近く、ＪＲ幡生駅に隣接しており、公
共交通とのアクセスも良く、市民の利便性も高い「幡生操車場跡地」とします。

所在地
  下関市幡生新町
敷地面積
  約42,300㎡

計
画
敷
地

１ 病棟部門
病棟は、患者、患者家族の療養環境の向上、プライバシーの配慮を意識した空間づ
くりを行います。
病室は、将来の需要の変化に柔軟に対応可能な構造を採用し、全室個室化が可能な
レイアウトとします。

２ 救急部門
病院群輪番制病院として、二次救急医療を中心に受け入れる体制を整備するととも
に、今後さらに増加が見込まれる高齢者救急への受入体制を強化します。
 ・脳神経外科、整形外科、循環器内科、呼吸器科の体制を充実・強化
 ・年間5,000件以上の救急搬送の受入（うち入院症例3,000件以上を目標）

３ 外来部門
診察室は、フリーアドレスを採用するとともに、ブロック構成は診療科の特性（臓
器・関連診療科）及び１日あたりの患者数等に配慮した構成とします。

４ 手術・中央材料部門
心臓血管外科及び脳神経外科領域の手術機能を強化します。
ハイブリッド手術室の整備や手術支援ロボット等の最新の医療機器、医療材料を積
極的に導入します。
 ・年間約4,000件の手術を実施（うち全身麻酔症例2,000件以上を目標）

５ 健診部門
市民の疾病予防と早期発見のため、健康管理センターを設置します。
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 新病院整備事業計画

１ 概算事業費
  新病院の整備に係る概算事業費は、以下のとおり見込んでいます。

２ 運営形態
  新病院は下関市が整備し、地方独立行政法人が運営します。

３ 収支シミュレーション
開院１年目から３年目までの経常収支は、開院当初の投資状況や入院・外来患者
数等を勘案し、赤字を見込んでいます。
開院４年目からは安定的に患者を確保し収益を上げることで、経常収支は黒字化
する見込みです。

項目 内容 事業費

設計監理費 設計、工事監理費 8.7億円

建設工事費 病院建設費、外構工事費 355.7億円

医療機器等整備費 医療機器、情報システム、備品 55.1億円

用地費 等 用地費、埋蔵文化財調査、地質調査 等 18.4億円

合計 437.9億円

 新病院整備事業の進め方

１ 整備手法
 整備手法は、①発注者の体制・能力の質的・量的補完、②工期短縮、③コスト縮減
の３つの視点から、「コンストラクション・マネジメント方式を併用した基本設計か
らの設計・施工一括発注方式（ＤＢ方式）」を採用します。

２ 整備スケジュール
 現時点で見込まれるスケジュールであり、以下を想定しています。 
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R8(2026)年度 R9(2027)年度 R10(2028)年度 R11(2029)年度 R12(2030)年度 R13(2031)年度

入札公告準備～

設計施工者選定

基本設計・

実施設計
建設工事

１年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目

収益 12,288 15,023 15,928 16,359 16,346

費用 15,402 15,874 16,184 16,315 16,342

経常収支 △3,114 △851 △256 44 5

（単位：百万円）開院後10年目までの収支シミュレーション

（各項目における金額は四捨五入しているため差引合計が一致しない場合があります。）

６年目 ７年目 ８年目 ９年目 10年目

収益 16,098 16,004 15,910 15,821 15,871

費用 15,108 15,065 15,022 15,136 15,045

経常収支 991 939 888 686 825

 新病院の周辺整備

１ 交通アクセス
(1)路線バス
 市内各地から患者、職員等が来院することを考慮し、使いやすいバス路線を検討し、
バス事業者に協力を求めていきます。
(2)鉄道
 新病院に近接する駅となるＪＲ幡生駅については、様々な状況の方の利用が想定さ
れるため、庁内関係部局と連携し、駅と新病院のアクセスを向上させます。

２ 周辺整備
 新病院周辺の交差点に誘導サインを設置するなど来院者等がわかりやすい環境を整
備するとともに、救急車両や来院者が及ぼす影響を踏まえて周辺道路を整備すること
により、新病院へのアクセスを向上させます。

※事業費は、進捗に応じて見直す場合があります。
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